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最近明るみに出た反射望遠鏡の尖端兜

　　　シュミット・カメラの製作記

　　　　　　fl・5　三野セよ10度～こ及ぶ

木邊　　成　麿

　はしがき　門出，反射望遠鏡の最’大の謡言と云へば，其の硯野の狡い事であ

る．晶晶的には左程影響の在る事では無V・が，山武用の場合には明るければ明

るい程（f数が小さくなる程）其の高野は極端に混くなる事：は周知の事實であ

る．一例を示すと，故中村氏の作ったf3（口径は16cm）鏡で，満足な像の得

られるのは，僅かに3（γに過ぎす，コマを我慢しても1。がやっとであった．其

の爲めに，且大な，50　cmも，100　cmも，或は其れ以上の反射鏡になれば，廣

汎な天室を撮影するのではなくて，温く狡部分の，帥ち，微光の星團とか，星

霧の研究，或ひは集光力に物を云はせて分光方面を狙ふとかに現在活用されて

居るのであるが，普通我々が入手出山る程度のロ径では，とても上記の目的達

破に及ばなV・からして，極く篤志家を除いては，殆んど利用されて居らないと

云ふのが現高である．所で，色々の改良，考案の結果，数年前．シユミツ｝氏

に依って名案が工夫されたのである．然し，其の二時耳にした所では，コマを

避ける忌めに球面が使用され，補助レンズを附加して，轡織した結像面で激度

は撮影出來る．e云ふ程度しか聞か無かった．叉事實護表された虚でも，何等實

際的な機構に話して論及されて居らなかったのであるから，殆んど役に立つと

云ふ程のものではなかったのである．だから今迄は，若し此のシュミット・カ

メラを作らうとするならば，殆んど暗中模索的に仕事をせねばならなかっかわ

けなのである．然る嶋幸ひな事には，近着の外誌に；コックス兄弟が6吋％，

fl・5（以下本文は不本意乍ら吋軍位で示す事にする．其れは作例が吋であるの

と，もう一つは，すつかbメ1トル法に換算すると，正確な数字が出難く，更

に製作中の生きた感じが失はれるからである事をば了解願ぴ恥い）のシXミッ

ト・カメラを作った明細な記事が見當つたのである・但し，未だ作られてから

充分に時日を経過して居ないし，從って天膣に向けて使用して如何程鮮明な結
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像を見せるかに就V・ても，爲眞を見て居ないから，今直ぐ作って見やうとする

のは考へ物である．然し，記事から見れば，f1．5と云ふ短二黒占の反射鏡で，5。

～10。の天室が二二満足に撮影出來る様であるから，大した進歩1こは違い無い．

素人がVbざ作らうとするのには少し程度の高い作業であるが，とにかく一慮解

読を試みる．且つ作るか，作らぬかは別としても，必ずや會員諸氏の御参考に

なる鮎は多いと思ふ次第である．

　構造　未だ此のカメラの根本的な構造を御承知にならなV・方が在ると思はれ

るから，藩命に其の丸明から始める．御承知の如く，拗物線鏡を主鏡にして居

る反射望遠鏡では，投射光線が鏡心に垂直，乃至は極めて其れに近V・場合にの

み良像を得るのである・だから少し廣V・範園に渉って宮室を撮影しやうとすれ

ば，其の凶冷の周縁一　　　　　　　　　　第　　1　圖

膿は，コマの爲めに像　　　　　　　　　　　　　　・

が急速に延びてとても

氣持ちめ悪いものであ

る．所で此のシュミッ

ト・カメラでは，球面

鏡を主鏡に使用して先

づ此の難鐵を除去し去

B c A

るのである・所が，球面を使用すると，コマはなくなるが，今度は球面牧差で

叉困るのである．其れでシュミット・カメラでは，論点主鏡の球心の所に，薄

V・特殊の補正用のレンズを置いて，球面出差を除去するのである（第1圖）・こ

の薄V・レンズが此のカメラの特色なのであって，此の補助レンズは必ずしも一

様の型式に限られて居るのでは無V・けれども，同じ事であれば，出來るだけ色

二二の少ないものが良いのは云ふ迄も無い．其の爲に最も都合良いのは，中央

部が弱く集光作用をし，端は弱く分散作用をするもの，云ひかへれば中央部は

弱凸，端部は弱凹になる生なものである．しかも製作の鮎も考慮して，この様

な面は外側のみで，主鏡に向？て居る画は三面にして置いてよいのである．

　所で，實際この外側の面の凸凹の量と云ふのは，極めて微量に過ぎなV、ので

あって，編垣な面からズレて居る最大の量でも，此の作例の場合には，・僅かに
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0・0039吋に過ぎ無V・のである（圖は極端に示してある）・’然し，此れ程の量とは

云へ，此んな攣手古な面を作る研磨法は，今までのありきたりの：方法では駄目

なのであるからプ二って，此のレンズを作るのが最も作業上困難な部分なので

ある．

　結西面扱て此の様にして出二上つたシュミット・カメラの結像面は，、實は三

面ではなも三曲して居るのである．然し，其の二曲度は，丁度主鏡の三二距

離の長さを牛径にしものと同じ球面であって，主鏡に濡して凸になって曲って

居るのである．だから，二野が曲って居るから，乾板は使用出來ないのであろ

て，フ・fルムをば，其の曲率に合ふ様に曲げて使用しなければならないのであ

る．

　作例の旧規彼等の作・うたのは，主鏡（1圖A）は口径9吋で，焦黙距離は9．65

吋である．次に補正レンズ（1圖B）は口樫7吋で，其れを6μ寸施に三って居1る，

但し其の厚みは僅かにe／t6　Ptと云ふ薄い．ものである・フィルムを取付ける部分

は（圖のC）9，65吋の凸になる様にべ｝クライトで作って居る．髭の作業中，や

はり最も中心であり，且つ面白V・のは，補正Vンズの所であるが，順序として

先づ主鏡の製作から簡軍に記述しやう．

　圭鏡　9吋f1の鏡と云へば，中心で053吋も凹ま・さねばならなV・．其の爲め

には80番のカ｝ボランダムで正味66時聞かNつて居る．いつれにしても，こん

な深V・ものを作るのは困難な仕事であるが，然し方法としては普通の凹面鏡を

作るのと別段攣りはなV・から，工程に記しては省略する．只，問題になるのは

其の試験方法なのであって，普通行ふ所のナイフエッヂで入工星像を切って影

を見るフ1コ1試験は，こんな数f数の短かいものには利用二二ない．だから

近時著名になったnンキ1・テストを使用して居る．然し此の場合でも，光源

とグVe一チングを三分に接近させる事は不可能であるから相當苦心して居る．『

何故ならば，若し光軸外から見ると，やはりf藪が極端に短かいから，鏡面が

歪んで見え，充分に試験出島なV・のである．故に，結局，中途に銀の無“三面

を45。に傾けて置き，人工星から出た光りが其の山面に二って，直角に折れて

主鏡に向ひ，反射して其れが翁面まで來て，今度は雫面を通過して，（だから非

常に光力は失ふが鍍銀してはv・け無vのである）其の直背後のグレーチングに
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當る様にしたのである．

　補助レンズの作成前記した様に，凸と凹の混合した様な面を作るのは，とて

も今迄行はれて居る研磨方法では出來なV・事は明らかである・其れ故，失敗を

見越して豫め2個作る事にしたのである．其の第1個目は，或る種の非二三的

な不規則運動で磨き上げ様としたのであるが，到底其れには技彌が及ばなくて

失敗した．其れで第2個口の方は，一・度或る輩純なカ1ブを與へてから，再び

修正磨きをすると云ふ方法を探用して，見事成功したのである．此虚には成功

した方法だけを記述する・

　さて，先づ主鏡に面した李面の方であるがジ是れは普通の：方法に從って，同

大の硝子と揺り合せ，磨きは4吋（約孚分のロ径であるのは，此の仕事は全部器

械で行ったからである）のピッチ盤で行った．そして出來上った所は，0．0005吋

以下まで正確に近すける程度である．これは平面としては決して上作の：方では

ないが，作者の云ふ所でぼ，これ以上精密は要し無V・そうである．猫ほ仕上げ

揺りの最後は，500番のカ1コ口ンダムで行って居る．

　いよいよ次に問題の中心になる面だが，其の中央部を0とすれば，他の部分

は如何程の出入りがあるかを示すと，次の如くである・

　　牛看里（吋）　　　　　　0　　　0．5　　　1　　　　1．5　　　2　　　2．5　　　2．75　　　3　　　　　3．25

　　燦…さ（ろ”i　ooo　BJ’）　　0　　　0．25　　　0．95　　　1。79　　　3　　　3．78　　　3．9　　　　3．74』　　3．26

　以上の如く，大高として中央部が凸であるが，最も凹んで居るのは牛径2，75

吋の所にある．邸ち約0。004吋（約駈・ミリメ1トル）なのである，其れで逆に

考へて，端に較らべて，中央が3・26ミル（1ミ　　　　第　　2　圖

ルは吋の駈。・o）の凸面に先づ作り，其れから

特に窪みの大きい所だけ揺り減らす算段を立

てたのである．其の高めには，先づ同大の硝

子盤の上に，スポンヂゴムの同大のものを貼

り付け，更に其の上に第2圖の檬に，四角い

鉛板を並べて貼り付けたのである．其して，

丁度此の鉛板の並んで居る所が，最も播り減

らさねばならなV・所に當るやうにしたのであ
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る・こう云ふ風な特殊な盤を使って，600番の金剛砂で3時間許り揺った所，先

づ大正目的近い恰好になって來たのであった・一言附加せねばならなV・のは，

此の試験法と云っては別に無いから，極めて正確な球面計で，播れて行く量を

愼重に0．0001吋迄計りつつ進めた事である．

　然し1種と2％吋の所に凸輪が出來，て其の除去には三三し，叉数時間を費し

て，やっと全部が計算：値近く出來た様である．

　さて次に磨きであるが，こんなカ｛ブをして居るものは，普通のピッチで磨

けない・高湿るだけ軟かV・も

ので行ふ必要がある．其れで

最初はコルクでやったが，や

はり堅すぎるので，コルクの

上に：，松脂とビ1ワックスを

混じたものを塗り付けて磨い

た様である．此の：場合，ピツ

ec

第　　3　圖

　　e

aSb

チではどうしても頑強すぎて，全面に磨きがかからなV・らしく，さりとて初め

から，ピッチで此のやうな部分的な盤を作って行ふのには作用が弱すぎるらし

V・．とにかく，苦心して，どうにか満足に作り上がった様である・

　フ4ルムの取回回れが亦相當難物である・然しこれは金物細工だから，金物

店で作れば割合樂に出回そうである．先づ第3圖を見ていただき度い．其の中

のA凱」ち土豪はべ1クライトで作って，其の主鏡面側には豫定の曲率を付けて，

金二三が背後にささって居る様にした．そ・してBとDの組合ふ金具があって，

フ4ルムのCをハソんで，グルグル廻し乍ら締め付けると，．フィルムはべ1ク

ライトの面に擦れて，巧く曲って災れて，端で搬にならすにすんだと云ふ．

此の部分全艦の支持は，反射望遠鏡に使用する李面の場合を慮用すれば良い．

　焦鮎合せ　此のカメラでは，焦黙は極めて鋭敏であつで，僅か0．003吋ズレて

も良くな“．其の爲めに三二合せの精密なネジ装置と，其れから此の面が主鏡

に封して傾かない様に注意する必要がある．然し其等の事は，共に平面の支持

の場合と根本的に違って居なV・筈であるから，さして性質上困難ではなV・．只極

めて微細な動きが高富る様に，ネジは出來るだけ細かい方が良いわけである．
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　莫他　鏡筒，或ぴは鏡枠等は，v・つれも反射望遠鏡の時の事を標準にすれば

良V・．但し，常に焦鮎が極めて鋭敏で0・001吋のズレでも影響はあると云ふ事を

念頭に置V・て置くべきである．詳しくは省略する．

　試爲　いよいよ三三の段取りとなったが，満足に焦鮎が合ふ様になるまで20

枚も爲して居る事でも，上記の注意は了解出回るだらう．試爲の結果は，殆ん

ど滞足すべき程良く出來た・強v・て云へば，極く僅かアスチグマチズムがある

様だが，多分其れはフィルムの曲りが充分よく出來てなV・事に起因するのかと

思ふと云ひ，いつれ，更に各所に渉って不漏な職はあらうから三下るだけ改良

する様に心掛けたいと云って居る．とにかく，10分聞位㊧露出で随分良く撮る

らしV・・然し當本人が，Londonに居るから，室の明るさで10分間以上の露出

は面白く無いらしいので，もっと室の良V・所で試窩したいと云って居るから，

更に後報を待つ事にする・

　最後に私感を附加すると，大切な補助レンズの硝子質に回して述べられて居

なV・から，正確な計算をする事の出來ないのが心回りであった．然し，いつれ

光學硝子である事は云ふに及ばなV・が，中でも多分紫外線の通過の最も良好な

ものであるに違ぴないから，先づボロシリケ1トクラウンあたりだと思へば最

も近V・だらう．若しパィレツクスで光學用のものが出回れば更に良好である・

然し口径が7吋で厚さが3／16吋と云ふのは，如何に色牧差を恐れて居るにして

も，35分の1以下と云ふのではあまり薄く，果して彼が云った程に面が保たれ

て居るか如何か？　案外アスチグマチズムも其庭らが一役買って居るのではあ

るまいかとも思はれた・もう一・つは，覗野の鮎にも正確な事の記してない事で

あった．將來この型のものがどの程度まで大きくなるか？　叉普及するか？

光學硝子其のものから云へば50cm位まではさしで心配はなV・が，そうなれば

いよV・よ色牧差問題が，再びゆるがせには出來なくなるだらう・或は叉更に改

良されるかも知れない．然し，いつれにしても，少々の不備は忍んでも，明る

くて廣いのだから，流星だの，黄道光だのと云ふ方面に活用出來たら随分面白

からうと思って居る・自分も三三と饒裕が付けば（相當に設備が入要である）一

つ位試作して結果を報告して見たV・・


